
第２学年 国語科学習指導案 「主語と述語」          日時  １０月２４日（木） 

                                指導者 山田 康平  

 本時の学習（３／３時分） 

（１）主眼 文の足りない部分を考えたり、場面に合った助詞を選んだりする活動を通して、相手に正

しく伝えるには、主語と述語の両方が必要なこと、助詞を正しく使うことが大切なことに

気づくことができる。 

（２）準備 大型モニター、教師用タブレット、児童用タブレット 

（３）展開 

展開 学習活動・学習内容 教師の手立て（○）と評価（◆） 

つ
か
む 

 
 

１ 本時の学習課題を確認し、学習の

見通しをもつ。 

 ・主語、述語の役割 

 ・学習課題の確認 

 

 

 

○主語と述語を意味が通じるように組み合わせる活

動を設定し、主語と述語のつながりについて確認す

る。 

○身近な会話から、主語や述語がない会話を取り上

げ、本時の課題について考えさせる。 

深
め
る 

 
 

２ 教科書の問題から、何が足りない

のかを考える。 

 ・主語と述語の両方がないと、話が

分かりづらいこと 

 

 

３ Scratch を利用して、場面に合っ

た文になるようにプログラミング

する。 

 ・助詞の使い方で文の意味が変わる

こと 

○教科書を読み、児童に何が聞きたいかを問い返すこ

とで、主語と述語のどちらが足りないのか見通しをも

たせる。 

【知】◆足りない主語や述語を補って文を書くことが

できたか。（ノート・発言） 

 

○始めにねずみのプログラムを見て、助詞が変わると

意味が変わることを確認しておく。 

○活動の途中に間違ったプログラムを取り上げ、何が

違うのかを友達と話し合わせることで、助詞を選んで

プログラミングできるようにする。 

【思】◆場面に合うように、助詞を選んでプログラム

することができたか。（タブレット・発言） 

ま
と
め
る 

 
 

４ 練習問題を解いて、助詞の使い方

の確認をする。 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

 

○問題のイラストを提示しておき、イラストをもとに

文を考えることができるようにする。 

 

○相手に話を正しく伝えるときに、特に気を付けたい

ことを振り返りとして記入させる。 

【主】◆主語と述語の必要性や助詞の使い方について

振り返りを書いている。（ノート・発言） 

相手に話を正しく伝えるには、何が大切なのか。 



（４） 児童の振り返りの予想例 

「主語と述語の両方があるとお話が分かる。」 

「が、に、を などの文字が変わると意味も変わるので気を付けたい。」 

 「一文字ちがうだけで意味が変わるから、気をつけて話したい。」 

（５） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラミング体験をする資料（scratch） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習問題（Google Classroom を使用して） 
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